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区自治協議会提案事業　事業評価書

西区自治協議会

内　　容

備考

○災害に対する不安や、防災・減災に取り組む上での疑問を把握するために、西区
　自治協議会委員を対象にワークシートを配布し、意見を集約した。ワークシートに
　取り組む際は、委員個人に留まらず、所属団体からも意見を収集してもらい、幅広い
　意見を集約した。

○西区自治協議会委員を対象に「クロスロード」という手法でワークショップを行った。
　各班２つのテーマについて、自分だったらどのように行動するか話し合いを行い、
　自分以外の価値観を共有した。

○令和５年１月１４日（土）に防災に関する講演会を実施した。
　講師：防災システム研究所　所長　山村　武彦氏
　講演会テーマ：日ごろから地震・災害に備えて私たちにできること
　参加者：123名

テーマ・事業名
地域の防災力向上

【事業費予算　300千円】

事業目的・概要
災害に対する区民の不安、防災・減災への疑問などを少しでも解消することで、いざと
いう場面で区民が迅速に対応できること、命を守る行動がとれることを目指し、ワーク
ショップや講演会を実施する。

事業の実施実績
（実施回数，参加者数など）

○「防災」という、誰もが自身に関連するテーマに取り組むことで、部会の垣根を越えて
　委員全体で活発な議論を行うことができた。

○ワークショップでは、様々な母体から選出された委員同士で共通のテーマについて
　意見交換を行うことで、多様な意見が出され自身以外の価値観を知ることができた。

○防災の専門家を招き講演会を行うことで、これから防災に対し取り組む際の知識を
　得ることができた。

○講演会は西区自治協議会委員に留まらず、自治会や地域コミュニティ協議会など
　日ごろから地域の防災に取り組んでいる方にもご案内し、参加していただくこと
　で、委員のみではなく、西区全体の防災力の向上につなげることができた。

○講演会の参加者からは「非常によかった」「よかった」の声が９割を超え、
　充実した事業となった。

○今年度は西区自治協議会委員を中心に事業を展開したが、今後はより多くの区民を
　巻き込んだ事業を行い、区全体の防災力向上に取り組めると良い。




